
重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判定基準 分析及び今後の課題

１　語彙力の向上
　

①語彙の量や質を高めるた
め、個に応じた継続的な指
導を工夫し行う。

○教務課
　 幼小中高等部
　 寄宿舎

耳からの情報が入り
にくいため、語彙獲得
に向けた様々な支援
が必要である。

【努力指標】
語彙の量や質を高める
ため、個に応じた継続的
な指導を行う。

　語彙の量や質を意識し、個に応じた
指導を行っている教員が
Ａ　　　８０％以上
Ｂ　　　７０％以上
Ｃ　　　６０％以上
Ｄ　　　６０％未満

教職員88%
保護者100%
Ａ評価

場面を決めて行ったり、普段の生
活を通して行ったりと個に応じて意
識して取り組んでいる人が多い。コ
ロナ禍の状況下で、お互いの指導
に関する情報をどう伝え合うかが
課題である。

【努力指標】
一人一研究授業や研修
を通して、授業の改善に
取り組む。

自分なりの課題を持ち、授業改善に取
り組んだと感じる教員が
Ａ　　   ８０％以上
Ｂ　　   ７０％以上
Ｃ　　   ６０％以上
Ｄ　　   ６０％未満

教職員88%
Ａ評価

一人一研究授業等を活用し、自分
なりの課題を持ち、授業改善に取り
組んでいる。例年にない状況の
中、時間の確保や授業参観の活性
化に課題がある。

【満足度指標】
学校の授業について児
童生徒が満足している。

授業に満足している児童生徒が
Ａ　　   ８０％以上
Ｂ　　   ７０％以上
Ｃ　　   ６０％以上
Ｄ　　   ６０％未満

児童生徒97％
Ａ評価

実物や絵、テレビやタブレット端末
など、発達段階に合わせた視覚支
援を行うことが満足につながってい
る。今後も、一人一人に合った支援
を考え授業づくりを行っていく。

③災害や防災についての認
識を深める。

○指導課
   幼小中高等部
   寄宿舎

災害時に自分の命は
自分で守るという意
識を持ち、行動できる
ようになる必要があ
る。

【成果指標】
幼児児童生徒一人一人
が災害時に自分の命を
守るための行動がとれ
るようになった。

災害や防災についての認識が深まり
主体的に行動できた幼児児童生徒が
Ａ　　　 ８０％以上
Ｂ　　   ７０％以上
Ｃ　　   ６０％以上
Ｄ　　   ６０％未満

教職員76%
B評価

児童生徒94%
Ａ評価

避難訓練の事前・事後指導をはじ
め、様々な機会を捉え発達段階に
応じた指導を行ったことで、児童生
徒の評価は高かったと考えられる。
本当に理解できているか検証でき
ていないという声があったので、今
後に生かしたい。

３　防災教育の充実
④災害を想定した組織的行
動への取り組みを推進する。

○防災委員会
　 幼小中高等部
　 寄宿舎

災害時において、教
職員一人一人が自分
の役割を把握し、組
織的な行動が求めら
れている。

【努力指標】
教職員は災害時の各自
の役割を理解し、備える
ことができる。

災害発生時における自分の役割を把
握した行動をとることができたと感じる
教職員が
Ａ　　   ８０％以上
Ｂ　　   ７０％以上
Ｃ　　   ６０％以上
Ｄ　　   ６０％未満

教職員98%
Ａ評価

第1回避難訓練（火災）について、
事前アンケートを教員全員にとるこ
とで、各自が自分の役割を確認で
き、スムーズな行動をとることにつ
ながった。第２、3回の避難訓練時
にも同様に全員に事前アンケート
をとる。

⑤帰宅困難時に自らの命を
守る個人用備蓄品のシステ
ムの構築と周知を図る。

○保体課
　 幼小中高等部
　 寄宿舎

学校の災害時備蓄品
は初期対応のみ一般
的なものでしかなく、
個に応じた常用薬や
着替え等の準備はな
い。

【 成果指標】
児童生徒及び保護者が
個人用備蓄品の必要性
について理解し、準備す
ることができた。

個人用備蓄品の必要性について理解
し準備できた児童生徒及び保護者が
Ａ　　   ８０％以上
Ｂ　　   ７０％以上
Ｃ　　   ６０％以上
Ｄ　　   ６０％未満

児童生徒100％
保護者95％
A評価

児童生徒・保護者ともに肯定的にと
らえていることが分かった。児童生
徒には防災教室で必要性と準備方
法について説明する。保護者には
必要性への理解と具体的な準備方
法を提示したい。その上で3学期の
試行につなげたい。

【努力指標】
ホームページで地域活
動についての内容が毎
月更新され、積極的に発
信している。

HPで地域活動についての内容が毎月
更新され、積極的に発信していると感じ
る教員が
Ａ　　    ８０％以上
Ｂ　　    ７０％以上
Ｃ　　    ６０％以上
Ｄ　　    ６０％未満

教職員60%
Ｃ評価

教員が子どもたちの情報交換を活
発に行い、教育活動の記事を定期
的にＨＰで発信していると感じる教
員が約半数に留まった。情報発信
を活発にするために、更新するた
めの仕組みや分担を明確にする必
要がある。

【満足度指標】
ろう学校ホームページ
で、地域活動について発
信されており、満足して
いる。

ろう学校HPが毎月更新され、地域活動
について発信されていると感じる保護
者が
Ａ　　    ８０％以上
Ｂ　　    ７０％以上
Ｃ　　    ６０％以上
Ｄ　　    ６０％未満

保護者86％
Ａ評価

行事予定や活動などの更新を通し
て、学校の教育活動を保護者に伝
える重要な発信源としてＨＰが活用
されている。一方で、見る機会がな
いという声もあり、保護者への声か
けや内容の充実といった改善が必
要である。
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２　授業実践力の向上
②「一人一研究授業」を行
い、聴覚障害教育の専門性
や授業力の向上を図る。

○研修課
   幼小中高等部

聴覚障害教育に関
わって３年未満の教
員が約３０％。聴覚障
害に配慮した授業づく
りの継承や授業改善
が求められる。

４　地域とのつながり
⑥地域への発信を行い、地
域活動等に参加する。

○情報教育課
　 幼小中高等部
　 寄宿舎

聴者や地域の方々に
とって、ろう者を知る
機会が限られており、
情報発信を行い、より
知ってもらう必要があ
る。


